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図10 漁獲管理規則案の下での親魚量と漁獲
量の将来予測（現状の漁獲圧は参考）

βを0.8とした場合の漁獲管理規則案に基づく
漁獲を継続した場合の将来予測結果を示す。

親魚量の平均値は目標管理基準値案以上で維
持され、漁獲量の平均値は2032年頃よりMSY
付近で推移する。
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本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。
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実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1千回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。
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漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.7〜1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2022〜
2024年の平均：β=0.56相当）の場合の平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。2025年の漁獲量は予測され
る資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2026年から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。

βを0.8とした場合、2026年の平均漁獲量は4.0千トン、2036年に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率は
86%と予測される。

表1．将来の平均親魚量（千トン）

表2．将来の平均漁獲量（千トン）

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。
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β 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0

2.8

4.8 4.0 3.4 3.1 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8

0.9 4.4 3.9 3.4 3.1 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8

0.8 4.0 3.7 3.3 3.1 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8

0.7 3.6 3.4 3.2 3.0 2.9 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7

現状の漁獲圧 2.9 3.0 2.9 2.9 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7

2036年に親魚量が目標管理基準値案（4.1千トン）を上回る確率

β 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0

8.1 8.9

7.2 5.7 4.9 4.5 4.3 4.2 4.1 4.1 4.1 4.1 42%

0.9 7.6 6.3 5.6 5.2 4.9 4.8 4.7 4.7 4.7 4.7 65%

0.8 8.1 7.0 6.3 5.9 5.7 5.5 5.5 5.4 5.4 5.4 86%

0.7 8.5 7.7 7.1 6.8 6.5 6.4 6.3 6.3 6.2 6.2 96%

現状の漁獲圧 9.2 9.1 8.9 8.8 8.6 8.5 8.4 8.3 8.3 8.3 100%


